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 矢沢／トップダウン方式について質問がいくつか来ています。その中で、手話を使うのがいいという  

  場合、手話は、ろう者が使う日本手話なのか、日本語対応手話なのか。また、手話と日本語では  

  文法が違うのですが、人工内耳を使ったあと聴覚型に移行するとき、それがスムーズにできる  

  のか、そのあたりお願いします。   
   
田中／明晴学園の子どもが［わたしのクリニックに］きてくれまして、日本手話の子どもと勉強す  

  る機会があるのですが、言語の深層構造は、日本手話も日本語も英語も同じだと思います。チ  

  ョムスキーなどは、「言語は人類共通の普遍的な能力」と言います――そこまで言うと言い過ぎ  

  だと思いますが。   
  ろう家族の家庭で育ったろう児は、読む力は一般的に高いです。 それは日本手話も言語である、  

  ということを考えると、概念形成ということでは共通していますから、そういうことが生きて  

  いると思います。   
  ただ、音声言語と日本手話は構造が違いますから、音声言語を教えるときには、やっぱりそれ  

  なりに配慮が必要だと思います。読み書きレベルでやっているのとは違いますが、私は  

  （手話は）専門ではないのでわかりませんが、患者さんと会っていて、ろう家族の言語力は  

  高いと思います。   
   

矢沢／トップダウン方式について、スライド 18（図 70）についてあらためて、お聞きします。   
  この図は、左側が聴覚入力、右が視覚入力です。   
  小さい時に手話を使って親子で安定し 

たコミュニケーションをした場合、右側 

の「視覚入力」で、手話であるけれども、 

それによって言語（単語、文）が形成さ 

れる。人工内耳をつけたあと、手話によ 

って形成された言語（ランゲージ）を手 

がかりにして、聴覚入力のことばが聞き 

取れるようになる、と理解しました。   
  すると、ランゲージの形成は、入力面に 

おいては、みぶり・手話であっても、ま 

たその音声に伴う日本語対応手話［口話併用手話］の、どちらでもいいということになるのでしょ 

うか。   
   

田中／私は初期段階はどちらでもいいと思います。   
  ただ 2歳過ぎて本格的に言語が発達した場合、日本語を読もうとしても構造がありますから、そ  

  れを意識した指導が大切だと思います。その前の言語獲得の過程は難しく考える必要はないと  

  思います。 口話に持っていくときに、幸いに、日本語（かな文字）は都合がいいことに、表音  

  文字ですから、指文字を使うと、それを真似て発音すると口話訓練はやりやすい。   
   
矢沢／もう１つ質問があります。手話が思春期以降、特にインテグレーションした子どもが、精神  

  的に悩んだりすることがある。その場合、手話を使うということが、一つの大きな支えにな  

  る。このことについての質問があります。   
  田中先生のお話では、手話を使うことの意味は、２つある。   
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  1 つは、人工内耳を装用する以前の乳幼児段階で、身振りや手話を使うことによって、親子のコ  

  ミュニケーションがしっかりできること、その中でランゲージが形成されること。   
  もう１つは、人工内耳を装用したあとの、学童期あるいは思春期、そこにおける自分の障害の  

  受容、そういう面で手話は役に立つ。   
  思春期以降の子どもについて、手話が支えになったということで、先生がご存知の事例があれ  

  ば教えてほしい。     
田中／私は人工内耳というより、子どもたちをフォローしています。   
  人工内耳を使っていた子どもが大きくなって人工内耳を使わず手話に移行することもあります。  

  そのばあいでも、普段、親御さんが、手話を使っていると、体系的にわかっていますから、必  

  要だと思ったら子どもとの会話で自然に手話が出てくるんですね。   
  また、親御さん自身が手話通訳者として、社会貢献している事例があります。これは手話をい  

  れたことの大きな意味だと思います。余計なことかもしれませんが。   
  子どもたちに私も昔は手話は入れていなかったので、子どもたちは、どこかで―大学とかで―手  

  話を覚えてくるのですが、年齢が関係してくる。   
  小さいときから手話を使っている子と比べると、［手話が］追いつかない、小さいうちから  

  使っておけばよかった、と言ってくる子どももいます。   
  今でもあるかもしれませんが、ろう学校の卒業生が―ろう学校は手話を使っていることが多いで  

  すが―卒業して、ろう者同士が会ったときに、手話を使っていないろう学校の卒業生と会ったら  

  聴覚障害者同士がコミュニケーションできない。   
  これはそう考えると、手話はもっと聾学校でも考えてほしいと思うんです。   
  これから、共生社会を考えると、親御さんが手話に親しむのはどこかで役立つはずです。  

  それをまず期待したいです。 同時に学校生活は、聴覚障害児を含めて、共通のコミュニケーシ  

  ョン手段というものを保障していく、その配慮もあって然るべきだと思います。   
   
矢沢／ろう学校の話が出ましたが、人工内耳をしたあとの療育・教育をどうするかということが問  

  題になっています。ある人に言わせれば、ろう学校は手話を使うから、人工内耳の療育には適  

  さない、という人もいます。つまり聴覚口話１本でやっていくような場所じゃないとだめだと。   
  田中先生はろう学校のように手話を使うところが必要だと言っていますが、しかし、ろう学校  

  で人工内耳を装用した子どもに対する療育・教育をやる場合に、どういうことが必要なのか、  

  ろう学校にどういうことをしてほしいと思うか、田中先生はどうお考えでしょうか？   
   
田中／私は、人工内耳に限りませんが、日本語力を高めるということが大前提だと思います。   
  そのときに、やっぱり手話は活用できるし、否定する必要はまったくないと思います。   
  明晴学園の子どもたちを見ていると、日本手話は 100％視覚言語ですから補聴器も使わない。   
  日本語対応手話というのは、日本語に合わせて作られた手話ですから、聴覚活用に日本語対応  

  手話は良いと思います。指文字もそうです。   
  ろう学校でいちばん大切なのは言語力･日本語力の教育です。   
  手段として人工内耳だけではなく、手話もどんどん使うべきだと。   
  ［手話を使うと］人工内耳がだめになるということは考えにくいです。   
   

矢沢／以前は、ろう学校でも手話を使わないところもあって、田中先生はろう学校なのになぜ手話  

  を使ってくれないのか、ということがありました。 現在、ろう学校ではほとんど手話を使って  

  いますが、人工内耳を装用して、聴覚口話による日本語の獲得・発達ということを考えた場  
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  合に、ろう学校において、聴覚口話の指導や訓練、そういうものも必要になると言われると思  

  いますが、ろう学校としてはどうすればいいのか。   
  参加者からの質問のなかに、ST（言語聴覚士）にとって、どういう人工内耳装用児に対する  

  訓練・指導が必要になるか、という質問がありました。あわせてお願いします。   
   

田中／大前提はランゲージだと思います。それを 

  ベースにして聴覚口話にもっていく。 それか 

ら、人工内耳をやる本人、親御さんは口話を期 

待している、それに答える、けれどもランゲー 

ジが発達していないとスピーチもだめです。   
  実際問題として、いろんなところに就職でき 

るようになっていますが、今日のようなオン 

ライン教育会とか、文章がうまくまとめられ 

ないと、職場で困っていることは結構でてき 

ています。   
  読み書きがすごく大事ですね。   
  日本語を口話にもっていくことは、人工内耳 

  では難しくないことだと思います。   
  ただ、日本手話のばあいは、それを日本語に持って行くには、どうすればよいか。これから研究し 

ていかなければならない。わたしもまだ答えられない。   
   

矢沢／もう 1つ別の質問です。 補聴器と人工内耳、どちらも効果があると判断された乳幼児が、人工  

  内耳をすすめられている、という話がありました。   
  人工内耳ではリスクがあるため、補聴器がよいというのが一般的な見方だと思いますが、その  

  あたりはどう思いますか。人工内耳の手術をする 

かどうか、決断の問題ですね、そこらへんに 

おいて、配慮すべき、こういうところに留意すべ 

きというところがあれば。   
 

田中／私は長い経過を見ていまして、難聴児が社会に 

でて活躍することは、手話か口話かを超越し 

た問題だと思います。子どもがハッピーであるか 

です。そういうことを考えて、子どもが大人 

になったときにハッピーになるためには、何を重要視すべきか。やっぱりランゲージです。   
  私は言語形成と人間形成、それにつきると思います。人工内耳は補聴器も使って言語も獲得し  

  ていく、これは成長してから人工内耳をしても、人工内耳は役立つはずなんです。   
  大人になってやった例はそれなりに役に立っていますし。   
  聴覚障害児の教育も、目標はランゲージが大切。   
  コミュニケーションは人間関係の問題ですから、人間形成、その 2つだろうと思いますね。   
  聴覚は極力使ったほうがよい。   
  

 



残っていた質問に、後日、応答いただきました。 
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質問１／人工内耳を装用している乳幼児を担当しています。手話も使っては会話を楽しんでいま  

  すが、常に「あー」と声を出すので、周りの人が困っている様子があり親も困ってます。まだ  

  気持ちを伝えられない乳幼児なので原因が分かりません。何か考えられる理由があるでしょか。   
  

田中／人工内耳をつけていて常に「あー」と声を出しているのは、人工内耳を通して自分の声がき  

  こえている証拠です。人工内耳をはずしていると、声を出さなくなるのではないでしょうか。  

  常に声を出していること自体は、自発的発声訓練をしているわけですから、悪く解する必要は  

  ありません。周りの人が困っているほど声が大きいとすれば、人工内耳のマッピングで解決で  

  きるかもしれません。   

  

質問２／ 神経管狭窄の子が人工内耳を装用した際の効果や、その後の経過などの事例がありまし  

  たら、教えていただけますでしょうか。また、神経管狭窄の子が人工内耳をした際に、発音が  

  よくなる効果は望めるのでしょうか？  

  

田中／神経管狭窄症については、我々は適応にしていませんでしたが、保護者の強い希望で１名だけ人

工内耳を装用させた例があります。やはり効果はありませんでした。  

   

質問３／ ホームトレーニングの概要や具体的な内容、方法について教えていただきたいです。   

  又、現在も実践されていらっしゃいますか？                       

  

田中／ホームトレーニングには、かなり専門的知識と経験が必要です。  

  今、簡単な解説を書いています。  

  

ろう難研事務局より（ 田中美郷教育研究所 (noside.org)をご覧ください。） 

 

田中先生、ありがとうございました。 


